
７月は
同和問題啓発強調月間です

●
同
和
問
題
っ
て
何

　
日
本
の
歴
史
の
中
で
形
づ
く
ら
れ

た
身
分
制
度
に
よ
り
、
一
部
の
人
々

は
長
い
間
、住
む
場
所
、職
業
、結
婚
、

交
際
、
服
装
な
ど
、
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
面
で
厳
し
い
制
限
を
受
け
、
差
別

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
和
問
題
は
、「
同
和
地
区
」「
被

差
別
部
落
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
地
域

の
出
身
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
日
常
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
差
別
を
受
け
る

問
題
を
言
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国

は
特
別
措
置
法（
昭
和
44（
１
９
６
９
）

年
～
平
成
14 （
２
０
０
２
）年
３
月
）

を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

同
和
問
題
に
関
す
る
人
々
の
差
別
意

識
は
、
着
実
に
解
消
に
向
け
て
進
ん

で
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
、
結
婚
を

妨
げ
ら
れ
た
り
、
就
職
で
不
利
な
扱

い
を
受
け
る
な
ど
の
差
別
が
起
き
て

い
ま
す
。

 
●�
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
今
も

な
お
起
き
て
い
ま
す

【
事
例
１
】
結
婚
・
就
職
な
ど
の
差
別

　

同
和
地
区
出
身
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
理
由
に
結
婚
を
反
対
さ
れ
た
り
、
就

職
な
ど
で
不
利
な
扱
い
を
受
け
た
り
す

る
な
ど
の
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
２
】
差
別
落
書
き
な
ど

　
同
和
問
題
に
関
す
る
差
別
的
な
落

書
き
が
さ
れ
た
り
、
ビ
ラ
が
ま
か
れ

た
り
す
る
と
い
っ
た
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
特
に
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
、
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
助

長
・
誘
発
す
る
目
的
で
特
定
の
地
域

を
同
和
地
区
で
あ
る
と
指
摘
す
る
な

ど
の
事
案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
、
一
度

拡
散
し
て
し
ま
う
と
完
全
に
削
除
す

る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

【�

事
例
３
】�

差
別
に
つ
な
が
る
身
元

調
査
な
ど

　
出
身
地
を
調
べ
た
り
、
特
定
の
地

区
が
同
和
地
区
か
ど
う
か
調
査
し
た

り
す
る
な
ど
の
事
案
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
調
査
は
、
不
当
な

差
別
的
取
り
扱
い
に
も
つ
な
が
り
か

ね
な
い
も
の
で
す
。

【
事
例
４
】
え
せ
同
和
行
為

　
「
え
せ
同
和
行
為
」
は
、
同
和
問

題
を
口
実
に
、
企
業
や
行
政
機
関
な

ど
へ
不
当
な
圧
力
を
か
け
、
高
額
な

同和問題を正しく理解し、
一人一人の人権が
尊重される社会の
実現を目指しましょう
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本
を
売
り
つ
け
た
り
、
寄
附
金
を
強

要
し
た
り
す
る
行
為
で
す
。

　
こ
う
し
た
行
為
は
、
同
和
地
区
出

身
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
助
長

し
、
同
和
問
題
の
解
決
を
阻
む
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
解
決
に
向
け
て

　　

同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
同
和
問

題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
受
け
止

め
、
差
別
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
問
題
点
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
家
庭
や
地
域
、
職
場
で

差
別
に
つ
な
が
る
よ
う
な
習
慣
や
偏

見
、
固
定
観
念
を
持
っ
て
い
な
い
か

を
問
い
直
し
、
差
別
を
な
く
す
努
力

を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
福
岡
県
で
は
昭
和
56
（
１
９
８
１
）

年
度
か
ら
毎
年
７
月
を
「
同
和
問
題

啓
発
協
調
月
間
」
と
定
め
、
県
下
一

斉
に
各
種
の
啓
発
行
事
を
行
い
、
差

別
を
な
く
す
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
に
は

関
係
な
い
問
題
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
同
和
問

題
の
こ
と
を
考
え
る
時
間
を
持
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●�

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
の
お
知
ら
せ

〇
芦
屋
町
人
権
講
演
会

▽�

と
き　
７
月
７
日
金
・
午
後
７
時

～
８
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
あ
し
や
夢
リ
ア
ホ
ー
ル

※ 

詳
し
く
は
広
報
あ
し
や
７
月
号
に

折
り
込
ん
で
い
る
チ
ラ
シ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

〇
人
権
パ
ネ
ル
展
示

▽
と
き　
７
月
３
日
月
～
31
日
月

▽
と
こ
ろ　
役
場
1
階

〇
街
頭
啓
発

▽�

と
き　
６
月
30
日
金
・
午
後
４
時

30
分
か
ら

▽
と
こ
ろ　
正
門
通
り
商
店
街
な
ど

〇
福
岡
県
人
権
講
演
会

▽�

と
き　

７
月
22
日
土
・
午
後
１
時

30
分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
）

▽�

内
容　
【
講
演
】
あ
た
ら
し
い
部
落

問
題　
【
講
師
】
角か
ど
お
か
の
ぶ
ひ
こ

岡
伸
彦
さ
ん

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
４
６
）

　ＬＧＢＴとは、Ｌ（レズビアン）＝同性を
好きになる女性、Ｇ（ゲイ）＝同性を好きに
なる男性、Ｂ（バイセクシュアル）＝異性を
好きになることもあれば同性を好きになるこ
ともある人、Ｔ（トランスジェンダー）＝出
生時に割り当てられた性別とは異なる性別を
生きる人の頭文字をまとめたもので、性的少
数者の総称のひとつとして使われています。
ＬＧＢＴ以外にもアセクシュアル（他者に性
愛感情を抱かない人）やクエスチョニング（自
分の性的指向や性自認が決められない、また
はあえて決めない人）など、さまざまな人が
います。
　性的指向や性自認は、個人の趣味や一過性
のものではなく、本人の意思で変えられるも
のではありません。しかし、男性が男性を好
きになることや、女性が女性を好きになるこ
とで嫌がらせやいじめを受けたり、からだの
性とこころの性が一致しない人が、周囲の心
ない好奇の目にさらされたりするなど、社会
生活の中で、性的指向や性自認を理由とした
偏見や差別があります。そのため、当事者で
あることを言わない人・言えない人、子ども
の頃から戸惑いを抱え、当事者と悟られない
よう本当の自分を隠し続けている人は、今も
なおたくさんいます。
　一人一人の人間が持っている性には人の数
だけバリエーションがあります。異性あるい
は同性を好きになる人、どちらの性も好きに
なる人、また特定の誰かを好きにならない人
もいます。自分のことを男性だと思う人、女
性だと思う人、中性だと思う人、性別を決め
られたくないという人もいます。それぞれの
人にとっての「自然」「当たり前」を、互い
に受容し尊重し合うことが大切です。
　すべての人が安心して生活し、活躍できる
社会を実現するために、性的指向や性自認な
ど、性のあり方の正しい理解を深め、性の多
様性を尊重する社会を作っていきましょう。

差別をなくすために  第 457 号

性の多様性のことを
考えてみませんか

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）
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